
上、往復はがきかホームページの専用フォームで申し込
んでください。
申込期限／８月31日（金）
　くわしくは旭中央病院65周年記念行事運営委員会事務
局（☎63-8111・内線2465広報患者相談課）に問い合わ
せてください。

 
　�診療案内～よくある質問と回答～
Ｑ盆期間中の診療について教えてください
　盆休みはなく、通常通り受診できます。救急外来は
24時間365日診療を行っています。

 
　
�
見つけよう！  健康のひけつ�
９月22日（土）に第３回病院まつりを開催

　「つながろう 地域と病院」をメーンテーマに、第３回
病院まつりを開催します。健康講座や健康チェック、展
示、実演、体験コーナーなど「楽しくてためになる」催し
で、日々の健康と元気のひけつを見つけましょう。
日時／９月22日（土）　午前10時～午後２時
場所／病院本館と周辺施設

 
　�開院65周年記念演奏会・講演会を開催

　当院は昭和28年３月の開院から今年で65周年を迎
え、記念行事の一環として記念演奏会と記念講演を開催
します。参加は無料で事前の申し込みが必要です。
日時／10月６日（土）　午後２時50分～４時30分　
内容／●記念演奏会（地元中学校吹奏学部）　●記念講演
｢いまを生きる｣（作家：五木寛之さん）
会場／東総文化会館大ホール
定員／450人（入場には整理券が
必要です。応募者多数の場合は、
抽選になります）
参加費／無料
申し込み方法／病院ホームペー
ジか、院内設置のチラシを確認の
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問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　最近「かかりつけ薬局」や「かかりつけ薬剤師」という
言葉を耳にしませんか。かかりつけ医がいるように、
相談できる薬剤師を持つことを勧める制度です。
　「かかりつけ薬剤師」には大きく三つの機能がありま
す。一つ目は地域の医療機関や医師と連携し患者を見
守ること。二つ目は開局時間外の緊急な薬の相談や、
外出が難しい患者の自宅に行って、薬の説明や残薬（飲
み残した薬）の確認など。そして三つ目は重複服薬の
防止と薬の作用副作用状況の確認です。
　重複服薬とは同じような作用をする薬を重ねて飲ん
でしまい、副作用が出やすい状態になってしまうこと
です。病院で膝痛の薬をもらっている人は、頭が痛く
ても頭痛薬を飲まないでしょう。しかし内科でもらっ
た熱さましはどうでしょうか。飲んでしまうとどちら
も解熱鎮痛剤であり、重複する場合があります。これ
を防ぐのが「かかりつけ薬剤師」です。内科・外科・整
形外科や歯科など、さまざまな病院から出る薬、市販

の風邪薬や胃薬など、全て重複服薬の恐れがあります。
　一人の薬剤師が一人の患者の薬や飲み方を管理する
ことはとても大切なことです。薬の重複や組み合わせ、
薬が効いているか、きちんと飲めているかなどを把握
し、投薬事故の予防に役立ちます。そのときに重要な
ツールになるのが「お薬手帳」です。病院の薬だけでは
なく、市販の薬や健康食品なども記入しておくとより
有効です。複数の「お薬手帳」を持っている人は一冊に
集約しましょう。良い「かかりつけ薬剤師」を見つけて
ください。

【旭匝瑳薬剤師会】

健康ひろば
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薬の重複を防止する
「かかりつけ薬剤師」
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